円山動物園　ワークブック　先生用資料




動物の身体的な特徴に気づき、絵や文で表現することができる。

　動物の身体を部分的に絞って観察し書くことで、その動物の特徴をより具体的にとらえることができる。また、自分や他の動物とも比較しやすい。

　ヒントを頼りに動物を探すことで、どんな動物が当てはまるのかを想像し、実物をよく観察しなければ答えられないような問題になっています。

　動物園での滞在時間や児童の実態に合わせ問題の種類や用紙の枚数を決めてください。児童に用紙を配布して、文字数にあてはまる動物を探します。ヒントからどんな動物が想定できるか考え、他の動物と見比べ、あてはまる動物の絵を書いたり、文章として記入したりしてください。
答え

＜こども動物園編＞

エゾユキウサギ

＜キリン館編＞

ダチョウ

＜総合水鳥舎編＞

タンチョウ
＜は虫類・両生類館編＞

アルダブラゾウガメ


円山動物園環境教育教材





教科内でできる環境教育教材














この動物な～んだ？編





対象　小学校低学年以上








目標





背景





このプログラムの特徴





進め方





＜熱帯雨林館編＞


コツメカワウソ





＜猛禽舎編＞


シマフクロウ





＜モンキーハウス編＞


マンドリル





＜カバ・ライオン館編＞


グラントシマウマ
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